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アスファル ト混合物の特性はアスファルトモルタル量やフィラービチューメン量に大きく影響されること

がよく知られているが 連続粒度混合物の他に特殊混合物の使用実績が増加している現在で1よ今まで以上

にアスファル トモルタルやフィラービチューメンを意識した配合設計が必要であり,全ての混合物に対して

アスファルト舗装要綱に示される配合設計法を適用するには限界があるものと考えられる.本 文は,粗 骨材

間隙容積に対するアスファルトモルタル容積比と細骨材間隙容積に対するフィラービチューメン容積比を配

合指標として定義し,これによって混合物の特性が適切に表示できるかを検討したものである.そ の結果

本配合指標は密粒度アスコンの特性値の変化傾向を適切に表現できることが確認された.
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1.は じめ に

現在,我 国で一般的に行われている加熱アスファ

ル ト混合物の配合設計は,骨 材の合成粒度が定め ら

れた範囲に収 まるように使用骨材の配合割合を調整

し,合 成された骨材にアスファル ト量を変化させて

供試体を作製 し,マ ーシャル試験を実施 してアスフ

ァル ト量 を決定する方法である1).こ の時,ア スフ

ァル ト量はマーシャル試験における特性値が基準の

範囲に有る共通部分の中央値 として定める.こ の方

法は,昭 和36年 に発行された 「アスファル ト舗装

要綱」2)に紹介されて以来,日 本道路協会が行った

混合物の実態調査によって混合物の種類毎に平均値

±2σ として骨材粒度範囲を修正し,さ らにマーシ

ャル諸基準を満たすアスファル ト量の平均をもって

アスファル ト量 としていたのを共通範囲の中央をも

ってアスファル ト量 とするなどの修正が加えられ現

在に至っている.世 界におけるアスファル ト混合物

に関する配合設計方法の変遷や我国におけるアスフ

ァル ト舗装要綱の配合設計方法の修正事情は参考文

献3)4)に 詳述されているが,現 在我国で用い られ

ている加熱アスファル ト混合物の配合設計方法は骨

材粒度-混 合物空隙-混 合物の強度特性の関係を統

計データに基づいて経験的に定めている伝統的な方

法を踏襲 しており,合 成粒度が一定の場合でもアス

ファル ト量を変化させると骨材間隙に占めるアスフ

ァル トモルタル量 と細骨材間隙に占めるフィラービ

チューメン量が変化する結果 となっている.し か し,

これまで多くの研究者がアスファル ト混合物の諸特

性は骨材間隙とフィラービチューメンの品質に大き

く影響されるとしてお り5)6),ま た,改 質アスファ

ル トが普及して一般的な連続粒度混合物の他にも大

粒径アスファル ト混合物,SMA,ゴ ム粒子を混入

した混合物,排 水性混合物,OGFC用 混合物など

の使用実績も増えてきている現在では,今 まで以上

に粗骨材間隙に対するアスファル トモルタル量や細

骨材間隙に対するフィラービチューメン量およびフ

イラービチューメンの品質を意識 した配合設計が必

要であり,こ れ らの混合物に対 して従来の配合設計

方法 を適用するには限界があるものと考えられる.

本研究は,以 上の現状 を鑑み,物 理的な意味を持

たせ た新しい配合因子を提案すること,提 案した配

合因子が混合物の強度,耐 久性および表面性状を表

す各試験項目の変化傾向を適切 に示しているか否か

―217―



表-2.1使 用材料

を検討 するこ とを 目的 とする.

2.実 験概要

(1)材 料

実験 に使用 した材料 を表-2.1に 示 す.骨 材 は6

号砕石,7号 砕石 および粗 目砂 をそれ ぞれ13.2～

4.75mm,4.75～2.36mmお よび2.36～0mmの サイズ

に調整 したものを用い た。

(2)配 合設計指標Amお よびAp

舗装用アスファル ト混合物は曲げ強度,耐 流動性,

耐摩耗性,耐 水性に優れ,滑 り抵抗や平坦性が確保

できることが必要である。これらの特性は,主 にア

スファル トモルタルの量 とフィラービチューメンの

品質が影響 し,一 般的にアスファル トが多いアスフ

ァル トモルタルを用いる場合に耐摩耗性,耐 水性が

向上 し,ア スファル トモルタルが少ないほど耐流動

性,滑 り抵抗性が向上するものと考えられる.こ こ

で提案する配合設計指標は,こ れらの状況 を把握 し

易いことを第一に考え,転 圧コンクリー トの配合設

計方法7)を 参考に,粗 骨材間隙に対するアスファル

トモルタル量の容積比をAm,細 骨材間隙に対する

フィラービチューメンの容積比 をApと して次式の

とおり定義 した.

(1)

(2)

(3)実 験方法
一般的なアスファル ト混合物のAmお よびApが

どのような範囲に有るかを知るために,ま ず,実 験

に用いる6号 および7号 砕石の最密充填配合 を求め,

合成 した粗骨材,細 骨材およびフィラー ビチューメ

ンの各々単体について供試体を作製 して密度 を測定

した。最密充填配合割合を求める場合 と合成 した粗

骨材および細骨材の密度を求める場合,ア スファル

トによる湿潤の有無が骨材の締固め程度に影響 を与

えることを考慮 して各々骨材重量に対 して2お よび

7%の アスファル トを混合 してマーシャル供試体作

製方法 と同様な方法で両面50回 突 き固めて供試体

を作製 した.ま た,フ ィラービチューメンの密度 を

求める場合,マ ーシャル供試体作製温度 と同一に加

熱 したフィラーとアスファル トを保温装置付 きの ミ

キサー中で5分 間混合し,φ50,h100の 型枠に流 し

込んで供試体を作製 した.次 に,最 密充填粗骨材,

細骨材,フ ィラーを用いてアスファル ト舗装要綱に

準 じて配合設計を行い,密 粒度アスコン(13)の 中央

粒度になる細粗骨材とフィラーの配合率を求め,混

合物 に対する内割 り重量比で5.0～7.0%に アスフ

ァル ト量を変化させ,突 き固め回数を両面50回 と

してマーシャル供試体を作製 した.ア スファル ト量

はマーシャル特性値の諸基準を満たす範囲の中央値

として求めた.

Amお よびApが アスファル ト混合物の配合設計

指標 とな り得るか否かの検討は,Amお よびApが

アスファル ト混合物の強度,耐 久性,表 面性状 を表

す各試験項 目において特性値の変化傾向を適切に示

すことができるか否かによって判定されるので,Am

およびΛpを 変化させて作製 した供試体について表

-2 .2に 示す各試験を行った.各 試験に用いる供試

体の作製および試験方法は表-2.2に 示す各規準に

従っている.ま た,Amお よびApを 変化 させた各

混合物の6号 砕石と7号 砕石の割合は上述の最密充

填配合割合とし,フ ィラービチューメンに占めるフ

ィラーとアスファル トの割合(F/A)は,ア スファル

ト舗装要綱による密粒度アス コン(13)の 配合設計で

得 られたものと同一に設定 した.実 験に用いた混合

物の配合を表-2.3に 示す.

(4)ラ ベ リング試験

舗装試験法便覧法では摩 耗促 進 にサイ ドチェー ン

(JIS G 4051 S35C)を 用い る と してい るが,本 実験

では,配 合条件 に よる摩 耗量 の差異 を明確 にす る 目

的か らクロス チェー ン(JIS G 3505 SWRM12)を 用 い

た.ま た,同 便 覧法 では,摩 耗量 の測 定に凹凸測定

装 置 を用いる としているが,ク ロスチェー ンを用 い

― 218―



表-2.2実 験項目と方法

表-2.3実 験に用いた混合物の配合

た場合では摩耗量が極端に大きくなってこの方法に

よる測定が困難である場合が生 じるため供試体の重

量損失率によって摩耗特性を評価した.

3.実 験結果 と考察

(1)6号,7号 砕石の最密充填配合と各骨材の密度

6号 および7号 砕石の最密充填配合に関する実験

結果を図-3.1に 示す.図 は6号 砕石率が67.2%(容

積百分率)で 骨材間隙比が最小 となることを示 して

おり,こ のとき6号 砕石が構成する骨材間隙に7号

砕石が最も効率よく組み込まれているのがわかる.

また,最 密充填状態における合成 された粗骨材 と細

骨材およびフィラービチューメンの密度は表-3.1

に示すとおりとなった.

表-3.1骨 材とフィラービチューメンの密度

表-3.2密 粒度アスコン(13)の 配合

図-3.1粗 骨材の配合と間隙比の変化

図-3.2理 論Amと 実測Amの 比較

(2)ア スフ ァル ト舗 装要綱 によ る密 粒 度 ア ス コン

(13)の 検討

アス フ ァル ト舗 装要 綱 に従 って 密粒 度 アス コン

(13)の 配合設 計 を行 った結 果,各 材料 の配合割合 は

表-3.2に 示 す とお りにな った.ま た,合 成 され た

最密充填粗骨材 と細骨材 をそれぞれ単独で締 固め た

場合の骨材間隙比 とフィラー ビチ ュー メンの密度 か

ら,密 粒度アス コン(13)のAmとApは,そ れ ぞれ

1.92お よび1.46で あるこ とがわか った.

(3)配 合指標Am,Apと アスフ ァル ト混合 物 の諸

特性
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図-3.3配 合指標Amと 曲げ強度

図-3.5配 合指標Amと曲げ破断ひずみ

1)締 固め特性

Amお よびApを 変化 させた混合物の締固め特性

は供試体密度から実測Amを 計算 し理論Amと 比較

することによって把握することができる.結 果を図
-3.2に 示 す

.図 よ り,Apが1.0よ り 小 さい 場 合,

実測Amは 理論Amよ り大 きくな って混 合物が締 固

まり難 くなっているのがわかる.こ の とき,実 測A

mは 理論Amの 大 きさに関係な く0.5程 度 大 きくなる.

Apが1.5よ り大 きい場合,Amが 大 きくな るに した

がって実測Amは 徐 々に理論Amに 近 づ き,Amが2.0

よ り大 きくなる と,実 測Amは ほぼ理論Amと 同 じに

なって,粗 骨 材間隙 をアス ファル トモルタル が十分

充填 して いることがわか る.

Apが 小 さい場合,混 合物が締固まりにくくなる

のは粗骨材周囲に付着したモルタルが締固めによる

粗骨材の再配置 を妨げるからと考えられ,そ の抵抗

力はモルタル量 よりもモルタルの質,す なわちアス

ファル トが少ないことによるモルタルのせん断抵抗

力の増大が大きく影響することが明らかである.Ap

が大きい場合,モ ルタルのせん断抵抗力は小さくな

るのでAmが 大きい場合では締固めによる粗骨材の

再配置は容易 となるが,Amが 小 さい場合では粗骨

材 を包み込むモルタル量が不足するので骨材再配置

は不十分になるものと考えられる.し たがって,Am,

Apか ら混合物の締固めを考える場合,細 骨材間隙

容積の1.5倍 程度以上のフィラービチューメンを有

図-3.4配 合指標Apと 曲げ強度

図-3.6配 合指標Apと 曲げ破断ひずみ

す るモルタル を粗骨材間隙容積 の2.0倍 程度以上用

い た場合 に十分な締固めが得 られ るこ とが 明 らか と

なった.

2)曲 げ強度 および曲げ破断ひずみ

曲,Apと 曲げ強度の関係 を図-3.3と 図-3.4に 示

す.Amと 曲げ強度 の関係 を示 した図-3.3に よれば,

曲げ強度はAmが 大 き くな るに したがって大 きくな

るが,そ の増加傾 向はあるAmの 値 まで比較的大 き

く,Amが それ以上 になる と緩やかなもの とな ること

が明 らかである.強 度 の増加傾 向が変化す るAmは,

Apが2.0よ り小 さい場合 に2.0程 度 とな り,Apが2.0

以上の場合に1.5程 度 となった.次 に,Apと 曲 げ強

度の関係 を示 した図-3.4に よれ ば,曲 げ強度 はAp

が1.5程 度 まで比較的大 きく増大するが,Apが1.5以

上 にな るとAmに よって変化傾向 が異 なる ことがわ

か る.す なわち,Amが2.0よ り小 さい場合,曲 げ強

度はApの 増加 によって緩 やかな増加 を示すが,Am

が2.0以 上 になる とApの 増加 によって次第 に減 少 し,

Apが さらに大 きくなるとAmに 係わ らず ほぼ 一定の

値になることが明 らかである.

Amの 増加によって曲げ強度が大きくなるのは,モ

ルタルによる粗骨材間隙の充填程度が次第に大 きく

なって載荷によるひび割れが粗骨材と粗骨材の接点

からモルタル部分にも分散されるようになるからと

考えられる.Amが2.0あ るいは1.5を超えて増加傾向

が緩やかとなるのは供試体に占めるモルタルの割合
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図-3.7配 合指標Amと動的安定度

が大 き くなってひび割れ が次第 にモル タル部分 のみ

を貫通するよ うになるか らと考 えられ,Apが 大 きい

混合物 では小 さい場合 に比 べて小 さなAmで 均質 な

混合物になるからと考 え られる.次 に,Apが 増加 す

るこ とによって曲げ強度 が増加 するのは同 じモル タ

ル量 でもフィラー ビチ ューメ ン量 が大 きい場合 に粗

骨材 とモル タルの付着強度が大 きくなるか らである.

Amが2.0以 上の場合 でApが1,5よ り大 きくな ると曲

げ強度 が低 下 して一定値 に近づ くのは,こ の よ うな

状態の供試体 は細粗 骨材 を包むアスフ ァル トが余剰

となって厚み を有 し,ひ び割れが粗骨材 とモルタル,

細骨材 とフィラー ビチ ューメ ンの境 界ばか りでな く

アスフ ァル ト部分 をかな り多 く通って発生するか ら

であろうと考え られる.し たがって,Am,Apか ら混

合物の 曲げ強度 を考 えると,細 骨材間隙の1.5倍 程度

の フィラー ビチ ュー メンを有す るモル タル を粗 骨材

間隙の2倍 程度配合す ると曲げ強度の大 きな混 合物

が得 られ ることが明 らか となった.こ れは,1)に 示

した混 合物の締固め特性で述べた ように,Amが2.0

以下,Apが1.5以 下 となった場合 に混 合物 は締固め難

くなって空 隙が残 るため,こ れ に したがって 曲げ強

度が急激 に小 さ くなるもので,こ のAm,Apの 値が

配合設計 におけるチェ ックポイン トの 一つで ある と

考 えられる.

次 に,Am,Apと 曲 げ破 断ひずみの関係 を図-3.5

と図-3.6に 示す.Amと 曲げ破断ひずみの関係 を示

した図-3.5に よれば,曲 げ破断ひずみはAmが 増加

するに したが って増加 し,そ の増加傾 向はApが 変

化 して もほとん ど変化 しないことがわかる.ま た,A

pと 曲げ破 断ひずみの関係を示 した図-3.6に よれば,

破断ひずみはApが 増加す るに したが って増加 す る

もののApが1.5程 度 までは増加傾向がほとん ど無 く,

Apが1.5を 超 え ると急に増加傾 向が著 しくなること

がわかる.

これ らの傾 向は,ア ス フ ァル トモル タルの粗骨材

との付着,伸 び能 力および量 を考慮すれ ば分か りや

すい.す なわち,Apが 小 さく付着力および伸 び能 力

図-3.8配 合指標Apと 動的安定度

の小 さいモルタル を用 いても曲げ破 断ひずみは大 き

くな らず,Apが 大 きくなってフィラー ビチュー メン

が多 くな るとこれ らが改 善 されて くる もの と考 え ら

れる.ま た,付 着力 と伸 び能力は フィラー ビチュー

メンに よって決 まるものの,破 断ひずみの大 きさは

モルタルの量 に比例 して増加するもの と考え られ,A

pが 大 きい場合 の破 断ひずみの変化傾 向がApの 小

さい場 合 とほぼ同様 にな ったもの と考 え られ る.し

たがって,Am,Apか ら曲げ破断ひずみ を考 えると,

舳 はある程度大 きくしてApを1.5以 上 とする と破断

ひずみの大 きい混合物 が得 られる ことが明 らか とな

った.

3)耐 流動性

Am,Apと 動的安定度の関係 を図-3.7と 図-3.8に 示

す.図 中で一部 データが欠落 しているが,こ れは,3

0m以 上のわだちが生 じた場合にデー タを無効 とした

からである.Amと 動的安定度の関係 を示 した図-3.

7に よれ ば,動 的安定度は,Apが1.0よ り小 さい場合,

Amの 増加 によって若干の減少傾向 を示すがその傾 向

はあまり大 きくな く,Apが1.0以 上の場合,Amが1.

5を 超 える と急激 に低下するこ とが明 らかで ある.ま

た,Apと 動 的安定度 の関係 を示 した図-3.8に よれ

ば,動 的安定度はApが1.0を 超 えると急激に低下 し,

特 に,Amが2.0以 上 になる とその傾 向が著 しい こと

がわかる.こ れ らの結 果は,粗 骨材 間隙に対す るモ

ルタル量が大 きい場合 や細 骨材間隙に対す るフィラ

ー ビチ ューメ ン量 が大 きい場合
,外 部荷重の作用 に

よる細粗骨材の再 配置が容易になるか らであ り,1)

で示 した締固め にお ける考察 と同様 に,骨 材周 囲の

モル タル あるいは フィラー ビチュー メンが骨材再配

置 に大 きく影響する結果であると考 えられる.ま た,

この傾 向はアス フ ァル トモル タル量,フ ィラー ビチ

ュー メ ン量 が大 き くなる と変形 が大 きくなる とい う

従来の結 果 と同様 であるが,ア スフ ァル トモル タル

を粗骨材間隙容積 の1.5倍 以下 とする と動 的安定度が

大 きい こと,モ ル タル量が粗骨材 間隙容積 の1.5以 上

の場合 でも フィラー ビチューメ ン量 を細骨材間 隙容
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図-3.9配 合指標Amと摩耗損失重量

図-3.11配 合指標Amと 安定度残留率

積の1.0倍 以下 とす ることによって動的安定度が改善

され ることが明 らかとなった.こ れは,空 隙率3～6%,

飽和度70～85%な どの従来の混合物基準 と異な って

混合物 を把 握する上で分か りやすい配 合指標 である

と言 える.

4)耐 摩耗性

Am,Apと 摩耗量の関係 を図-3.9と 図-3.10に 示す.

これ らの図よ り,混 合物 の摩耗量 はAmが 増加す る

に したが って,ま た,Apが 増加 するにしたが って小

さくなる ことがわかる.ま た,摩 耗量の変化傾向は

Amが1.5よ り大 きく,Apが1.0よ り大 きくなる と著

しく小 さ くなるこ とが明 らかである.こ れ らの傾 向

は,Am,Apが 大 きくなると混合物のアスファル トモ

ル タル およびフィラー ビチュー メ ンが多 くなって締

固めが充分行われ る と同時に粗骨材 がフィラー ビチ

ュー メンを多 く有 するアスフ ァル トモルタル に包 ま

れるよ うになるので飛散 し難 くなるこ とによる.Am,

Apか ら耐摩耗性 を考える と,ア スファル トモルタル

量 を粗骨材間隙容積の1.5倍 以上 にする と効果的であ

り,モ ル タル量 が1.5倍 以下の場合で もフィ ラー ビチ

ューメン量 を細骨材 間隙容積の1.0倍 以上 とする と摩

耗抵抗性 を大 きく改善で きる.

5)耐 水性

Am,Apと 残留安定度の関係 を図-3.11と 図-3.12

に示 す.Amと 残 留安定 度の関係 を示 した図-3.11

に よれ ば,残 留安定 度 は,Amの 増加 に した がって

図-3.10配 合指標Apと 摩耗損失重量

図-3.12配 合指標Apと 安定度残留率

増加す るが,Apが1.5よ り小 さい場合で は,Amが

2.0を 超 える とほぼ一定の値 を示 し,Apが1.5以

上の場合では,Amが2.0を 超えて も増加傾 向を保

つの がわか る.ま た,Apと 残留安定 度の 関係 を示

した図-3.12に よれば,残 留安定度 はApの 増加

にともな って増加す るが,Amが2.0以 上でApが1.5

以下の場合に ほとん ど変化 しない ことがわか る,Am

が大 き くなる ことに よる残留安定度の増加 は,ア ス

ファル トモル タルが粗 骨材間隙 を満た して混合物の

水密性 を大 きくし,粗 骨材に皮膜 したアス ファル ト

の剥 離 が小 さ くなるか らと考 え られ る.ま た,Am

が2.0を 越えApが1.5以 下の場合に残 留安定度 が

ほとん ど変化 しないのは,こ の範囲のモル タルの剥

離抵抗が あま り大 きくな く残 留安定度 がモル タル量

に支配 されな いこ とに よる と考 え られ る.Apに よ

る残留安定度 の増加 は細 骨材 の空隙 をフィラー ビチ

ュー メンが充填 するか らで,そ れに ともな って水密

性 の向上 とアス ファル トの剥離抵抗性 が向上す るか

らで ある.し たが って,Am,Apか ら混 合物 の耐水

性 を考 えると,粗 骨材 間隙容積の2.0倍 程度以上の

モル タル量 と細骨材間隙容積の1.5倍 程度の フィラ

ー ビチューメン量 とす るこ とによ り水 密性
,耐 水性

を向上す ることが可能 になると思われる.

6)滑 り抵抗性

Am,Apと 速度60km/hrに おける供試体 の摩擦係

数の関係 を図-3.13と 図-3.14に 示す.Amと 摩擦係
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図-3.13配 合指標Amと摩擦係数

図-3.15配 合指標Amと 路面きめ粗 さ

図-3.17路 面 きめ深さと摩擦係数

数 の関係 を示 した図-3.13に よれ ば,摩 擦係数 は,

Amの 増加 に ともなって小 さくな り,そ の変化はApが

1.0よ り大 き くなる と著 しくなることがわか る.ま

た,Apと 摩擦係数 の関係 を示 した図-3.14に よれ

ば,摩 擦係数 はApの 増加 に伴 って ほぼ直線的に減

少す るこ とが 明 らかで ある.こ れ らの傾向は,粗 骨

材間隙 をモル タルが充填 し,細 骨材の間隙 をフィ ラ

ー ビチ ューメ ンが充填す ることによるが
,Apが1.0

以下の場合,粗 骨材間隙ヘ フィラー ビチ ューメ ンで

充分被膜 されていない細骨材が満た される ことにな

るので摩 擦係数は大 き く低下せず,Apが1.0以 上

の場 合,細 骨材は フィラー ビチ ューメ ンで充分被膜

され るよ うになるので摩 擦係数 の減 少は大 きくなる.

また,AmとApが 増加 す るこ とは供試体 のマ クロ

テクスチ ャー が減 少する こととな り,こ れ も滑 り摩

擦係数 を減少 させ る原 因 となる.こ れ について は表

図-3.14配 合指標Apと 摩擦係数

図-3.16配 合指標Apと 路面きめ粗 さ

図-3.18路 面きめ深さと摩擦係数

面 きめ深 さの項 で再度考察 する.し たがって,Am,

Apよ り混合物 の滑 り抵抗性 を考 え た場合,フ ィ ラ

ー ビチュー メンを細骨材 間隙容積 の1 .0倍 以下 とす

る ことによ り摩擦係数の低下 を抑制す るこ とが可能

であると考え られ る.

7)表 面 のきめ深さ

Am,Apと 路面 きめ深 さの関係 を図-3.15と 図-3.16

に,ま た,路 面 きめ深 さと摩擦係数の関係 を図-3.17

と図-3.18に 示す.Am,Apと きめ深 さの 関係 を示

した図-3.15図-3.16に よれば,路 面 きめ深 さは,Am

とApが 増加するに ともなって小 さくなるが,Apが

小 さいモルタル を使 用 した場合 ではAmを 大 きく し

ない ときめ深 さが小 さくな らない ことがわかる.ま

た,き め深 さに対 するApの 影響 は大 きい ことも明

らかで ある.こ れ らの こ とは,紬,Apが 混 合物 の

締 固めに及ぼす影響 と粗骨材 間隙に対す るモル タル
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量 と細骨材間 隙に対す るフィラー ビチュー メン量 を

表 してい るこ とを考慮 すれ ば明 らかで,紬,Apが

大 きいほ ど混合物 は良 く締 固める ことができ,か つ,

平坦 に仕上 げることが 出来 るか らで ある.ま た,き

め深 さと摩擦係数の 関係 を示 した図-3.17と 図-3.18

に よれば,供 試体の きめ深 さが同 じであ ってもAm,

Apに よって摩擦係 数が異 な りるこ とがわか る.し

たが って,Am,Apか ら摩擦 係数 も考 慮 して きめ深

さを考える と,Amは2.0以 上 とし,Apを1.0以 下

とすれば,摩 擦係数 を低下 させ ることな くきめ深 さ

を小 さくする ことがで きるもの と考 え られ る.

4.結 論

本研究 において,配 合指標Am,Apを 定義 し,こ

れが アス ファル ト混合物の特性の変化 を示す ことが

で きるか否か検討 した.本 実験の範囲で得 られた結

論 を以下に示す.

(1)配 合 因子Amお よびApは,舗 装用アスフ ァル ト

混合物の特徴 を表す各試験項 目において,い ずれ も

その変化傾向 を適切 に示 していた.

(2)Am,Apは 物理 的意味 を有 してお り,こ れ を用

いるこ とによ り舗装用 アスフ ァル ト混合物の配合設

計 を合理的 に行 うことが可能 と考 えられる.

(3)配 合指標Am,Apを 用いて密粒度アス コン(13)

を検討 した結果,AmとApは それぞれ2.0と1.0程

度 が適切 である と判 断 され る.同 混合 物 をアス ファ

ル ト舗装 要綱法 で設計 した場合 の配合 は,麺 とAp

がそれ ぞれ2.0と1.5程 度 とな り,前 者の場合 と若

干差 がある結 果 となった.
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STUDY ON DESIGN FACTOR OF ASPHALT MIXTURE 

CONSIDERING AGGREGATE VOIDS

Koichi OZAWA, Shuichi KOKUBUN and Masashi KOYANAGAWA

It is well known that characteristics of asphalt mixture are influenced by quantity of asphalt 

mortar and filler bitumen. The use of the special mixture increases at present as much as the 

continuously graded mixture. The method of mix design described in the MANUAL FOR ASPHALT 

PAVEMENT may have a limit to apply for all types of asphalt mixture. Therefore, it is necessary to 

consider the asphalt mortar and filler bitumen more than present mix design method. In this study, 

the ratio of asphalt mortar volume to coarse aggregate void volume and the ratio of filler bitumen 

volume to fine aggregate void volume are defined as design factors, and it is examined that these 

design factors would be able to express the tendency of characteristics of the dense asphalt mixture.
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